
資料１

上野駅周辺の都市空間再編の方向性

（令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より一部加筆）

１

上野地区のまちづくりにおける駐車施策の考え方
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2

上野駅周辺の都市空間再編の方向性

江戸ルネサンス都市再生

[杜をひろげる具体的な３つの視点]

エリアの魅力を向上する上野駅周辺の都市空間の再編

上野駅周辺の都市空間の再編

個性を伸ばす 他拠点との連携・共創

上野固有の
魅力づくり

東京全体の
魅力づくり

上野らしい国際競争力の強化

グリーンインフラ
エコロジカルネットワーク

駅を起点としたひと中心の空間

ウォーカブルまちづくり

都市軸の強化
広域圏における都市再生

エリアの魅力を向上する・支える「場」の創出

令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より
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例：上野の将来像 公共空間、民有地一体での歩行者ネットワークの形成（素案）

公園 レベルの移動

地上 レベルの移動

地下 レベルの移動

縦動線

駅前広場

袴腰広場

駅前広場

浅草通り

上野駅

上野恩賜公園

3

不忍池とのつながり
中央通り

パンダ橋

※今後、深度化の検討を進めてまいります

出典：GoogleEarth

東上野四丁目

地上・デッキ・地下階で繋がる歩行者ネットワークの形成 令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より
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• 杜とまちの連続性、一体性を確保する東西通路を拡充
• 杜とまちの高低差を結ぶ縦動線を再開発建物空間を活用して整備
• 崖地形をフラットにつなぐ歩行者デッキの整備

• 地上、地下における広場空間の創出
• 乗換えコンコースの充実

＜駅施設＞ ＜歩行者ネットワーク＞

例：上野の将来像 公共空間、民有地一体での歩行者ネットワークの形成（素案）

杜をひろげる 都市機能の誘導と歩行者ネットワークの形成

※今後、深度化の検討を進めてまいります

▼T.P＋23.700（JR上野駅屋上高さ）

▼T.P＋18.300（パンダ橋高さ）

▼T.P +5.800（JR上野駅グランドコンコース）

▼T.P 約-4.000
（銀座線ホーム階）

▼T.P -0.200（京成線ホーム階）

▼T.P 約-5,600（新幹線B1階）

ＪＲ線

銀座線

日比谷線

新幹線

▼T.P -0,500（銀座線改札前）

上野恩賜公園

▼T.P 約+11.000 （袴腰広場）

▼T.P +4.500 （京成線改札階）

▼T.P＋23.700（JR上野駅屋上高さ）

▼T.P 約＋10.000

▼T.P -0,500（銀座線改札前）

▼T.P＋14.700（首都高高さ）

ＪＲ線

建 物 建 物

銀座線
日比谷線

▼T.P +5.800（JR上野駅グランドコンコース）

▼T.P 約-4.000
（銀座線ホーム階）

上野恩賜公園

▼T.P 約＋18.000（公園改札前） ▼T.P＋18.300（パンダ橋高さ）

▼T.P 約-4,500
（日比谷線函体上）
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地上・デッキ・地下階で繋がる歩行者ネットワークの形成 令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より
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隅田川

東京大学 上野恩賜公園 JR上野駅 東本願寺 浅草寺

東武浅草駅

東京スカイツリー不忍池 下谷神社

広域にわたる緑の軸線の形成（将来像）

上野恩賜公園

谷中霊園

東京大学
浅草寺

東本願寺不忍池

隅田川

東京
スカイツリー

東武
浅草駅

JR
上野駅 隅田公園

寛永寺

コアエリア

コアエリア

コアエリア

コアエリア

バッファゾーン

バッファゾーン

台東区緑被率（2019.3_みどりの実態調査）、文京区緑被率（2024.3_緑地実態調査）、
隅田区緑被率（2019.3_緑と生物の現況調査）を合成。そのうえで、台東区都市計画マス
タープラン「花とみどり・環境まちづくり方針図」を重ね合わせのうえ一部加筆し作成

出典：第６回基盤整備推進部会資料

上野における広域緑化緩衝地帯の形成

特徴的な2つのコア（上野恩賜公園等、隅田川）とその間に位置する
コリドー（浅草通り界隈）を基点としたエコロジーネットワークの形成

上野らしい景観誘導・機能誘導
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令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より
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上野恩賜公園からみどりが連続し、
杜まち一体の潤いある街並みにより居心地よく、歩きたくなるまち

＜イメージ＞

上野駅

面的・立体的に街並みを彩る緑
憩いと交流を促す緑

にぎわい形成や防災性向上に資する
機能誘導・滞留空間確保

敷地境界線

“杜まち基壇部”

敷地境界線

みどりの拡充
歩行者ネットワークの拡充

敷地境界線

建物低層部 建物低層部

“杜まち基壇部”

例：上野らしい景観・機能誘導の方向性（案）

出典：HILLS LIFE DAIALY HP

「みえるみどり」

例：東京ポートシティ竹芝例：TODA BUILDING

「感じるみどり」
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令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より
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駅を起点としたひと中心の空間

駅を起点としたまちの構造

国内外の来訪者が訪れる多様な文化施設

3 

杜
・ま
ち

東京文化会館a

a b

国立西洋美術館b

0 25 50 100m

公園改札（公園口―杜（文化施設））

1.公園改札

2.駅前広場

3.杜・まち

人中心の駅前広場

2 

駅
前
広
場

杜・まち

駅前広場

空間構成イメージ

改札-まちの玄関口- -駅とまちをつなぐ空間- -上野らしい魅力の集積-

１ 改札 ２ 駅前広場 ３ 杜・まち

上野公園改札周辺のようなひと中心の空間が続く場所を増やす（駅前広場、パンダ橋など）

上野らしい都市デザイン 改札 – 駅前広場 – 杜・まち がシームレスにつながる空間構成

駅前広場、文化施設へ導く開かれた軸線

1 

公
園
改
札

令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より
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駅を起点としたひと中心の空間

憩い・賑わいの起点となる歩行者滞留空間

上野に展開される自然景観や
建造物等を活かした都市景観

地上・地下・デッキ階など
多層階に広がる特徴的な広場

事例（デッキ階）：ペンギン広場
（新宿駅）

事例（地下）：渋谷駅東口地下広場
（渋谷駅）

地上・地下・デッキをつなぐ
魅力的な縦動線・サンクンガーデン

事例：横浜みなとみらい２１

利便性の高い移動を実現し、
杜⇔まちの回遊を支援する縦動線

事例：レトロ広場（門司港駅）

アクティビティにあふれる
駅前広場

アクセス視認性を確保した
縦動線

事例：アントワープ駅

まちの視点場ともなるデッキ階の
広場

まちの案内所としての役割も担う
地下広場

地下鉄駅と地上をつなぐ魅力
的な縦動線

出典：ジャパ/PIXTA

令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より
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ウォーカブルまちづくり

車両中心からひと中心の空間への再構築の検討
公共交通や徒歩への転換を促し、回遊性の高い都市環境を形成

昭和通り（一般国道） 春日通り（特例都道） 不忍通り（特例都道） 言問通り（主要地方道）

〈幅員〉約22m
〈道路特性〉
文京区と江東区をむすぶ。都
市計画道路の優先整備路線
に位置づけられている。

〈幅員〉約40m
〈道路特性〉
日光街道を踏襲する道筋で、
第１次緊急輸送道路に位置づ
けられている。

〈幅員〉約11m、30m
〈道路特性〉
港区・新宿区・文京区・台東
区・江東区をむすぶ環状線。
谷中は未完成区間である。

広域の自動車交通を支える道路として車両中心の機能を維持

〈幅員〉約22m
〈道路特性〉
千代田区と文京区をむすぶ。

駅との近接性や駅前空間の賑わいを活かしつつ、杜やまち、浅草方面との回遊性を一
層高めるひと中心のみちへの再構築を目指す

〈広域の自動車交通ネットワーク〉

〈ひと中心の空間への再構築の検討〉

１｜不忍通り（特例都道・支線） ２｜中央通り（特例都道） ３｜浅草通り（特例都道）

〈幅員〉約22m
〈道路特性〉
支線であり都市計画道路に位置づけられて
いない。
〈特徴〉
町会・商店会・大学等で構成された「いけまち
研究会」が、いけとまちをつなぐ将来像を掲
げ、2023年度より道路空間利活用等の社
会実験を実施。

〈幅員〉約35m
〈道路特性〉
春日通りと昭和通りをむすぶ。

〈特徴〉
地域の各主体で構成された「上野まちづ
くり協議会」が、杜とまちをつなぐ将来像
を掲げ、2023年度より道路空間利活用
等の社会実験を実施。

〈幅員〉約33m
〈道路特性〉
上野と浅草をむすぶ。台東区都市計画マス
タープランにおいて、ひと中心の都市空間
を形成する広域総合連携軸に位置づけら
れている。
〈特徴〉
202４年度末時点で道路空間利活用等に関
する取り組みはない。

上野広小路ヒロバ化社会実験不忍通り三角広場ほこみち指定

社会実験や設計等を
実施しながら取り組みを推進

今後取り組みの方向性を
検討予定

東上野３丁目交差点付近

入谷駅前交差点付近
御徒町駅前交差点付近 上野四丁目交差点付近上野駅前交差点付近

令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より
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JR上野駅

不忍池

JR御徒町駅

上野恩賜公園

0 100 200m
N

京成上野駅駐車場

Parking in 上野駅前

上野公園第一駐車場
（予約制利用）

上野パーキングセンター

上野中央通り地下駐車場

上野公園第二駐車場
（随時利用）

入庫

出庫

凡例

荷捌き施設

荷捌き施設

荷捌き施設

上野松坂屋
パークプレイス24

駐車場
収容
台数

営業時間 料金

上野
パーキングセンター
[都市計画駐車場]

400台 24時間営業 250円/30分

上野中央通り
地下駐車場
[都市計画駐車場]

300台 24時間営業 300円/30分

Parking in
上野駅前

180台 24時間営業

300円/３０分
（平日7-22時）

100円/1時間
（平日22-7時）

600円/1時間
（土日祝7-22時）

100円/1時間
（土日祝22-7時）

京成上野駅
駐車場

107台
6:00～24:00

(入庫は
22時まで)

300円/30分

上野松坂屋
パークプレイス２４

307台 24時間営業
400円/30分
（最大料金有）

ウォーカブルまちづくり

10

上野駅・御徒町駅周辺の大規模駐車場
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ウォーカブルまちづくり 令和８年１月 第6回上野地区まちづくりビジョン推進会議資料より
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都市空間再編と駐車場施策について２

12

上野地区のまちづくりにおける駐車施策の考え方
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Parking in 上野駅前[180台]

パーキングセンター※[400台]

京成上野駅駐車場[107台]

中央通り地下駐車場※[300台]

上野松坂屋 [307台]

上野地区駐車場地域ルール範囲

歩行者専用
（時間帯規制）歩行者専用

（時間帯規制） 一般駐車・大規模駐車場（収容台数50台以上）

地域ルール範囲

歩行者優先路線[ストリート＋ リーディング路線]

自動車優先路線

■凡例

ビジョン範囲

再開発エリア

歩行者専用（時間帯規制）

※印：都市計画駐車場

大事にしたい視点

１
都市空間再編の状況に合わせた施策
短期～中期：再開発、道路空間再編
長期 ：駐車場再編（集約・再配置）

２

各エリアの異なる特色(利用目的)に合わせた施策
上野駅周辺：文化施設・動物園利用、商業施設利用、共同荷捌き※

東上野周辺：事務所利用
アメ横周辺：商業施設利用、共同荷捌き※

※ 荷捌きルールは、地域ルールとは別に検討予定

13

都市空間再編と駐車場施策について

東上野四丁目
A-1地区
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中央通り・不忍通りの道路空間再編、大規模駐車場の再編（集約・再配置）のイメージ

中央通りの道路空間再編のステップイメージ（上野まちづくり協議会資料【地元発意の案】に加筆） 【取扱注意】

２０２６年 【中 期】 【長 期 以 降】
【現在】

【長 期 以 降】

２段階目
（休日は歩行者専用化）

将来
理想像

１段階目現在

大規模駐車場の再編
（集約・移転）

緊急輸送道路見直し

荷捌きルール
タイムシェアリング
路外、路上荷捌き

再開発による
共同荷捌き設置

※現段階の検討将来像のため、今後変更することはあります

原単位・隔地距離
の見直し

中央通りを
特定路線に指定

14

都市空間再編と駐車場施策について

地元発意の案

台東区加筆

地域ルールでできること

荷捌きルールでできること
（本協議会では取り扱わない）

その他

凡例
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東
上
野

上野
4・6
丁目
周辺

上野
2丁目
周辺

駅周辺
上野
7丁目
周辺

上野
恩賜
公園

[原単位見直し]

再開発に際し
需要と供給にあった
台数整備

[特定路線の指定]

中央通りの沿道建物に駐車場を
設けないことで歩行者と乗用車の
交錯を防止

[大規模駐車場への隔地]

[既存ストックへの隔地]

東
上
野

上野
4・6
丁目
周辺

上野
2丁目
周辺

駅周辺
上野
7丁目
周辺

上野
恩賜
公園

[特定路線の指定]

中央通りの沿道建物に駐車場を
設けないことで歩行者と乗用車の
交錯を防止

[大規模駐車場への隔地]

[大規模駐車場の再編]

再開発に合わせて
駅周辺の駐車場を再編
（集約・移転）

短期～中期

⚫ 原単位・隔地距離の見直し
⚫ 中央通りを特定路線に指定

長期以降

⚫ 大規模駐車場の再編（集約・再配置）
⚫ 共同荷捌きの設置

中央通り・不忍通りの道路空間再編、大規模駐車場の再編（集約・再配置）のイメージ

荷捌きルールエリア

地域ルールエリア

荷捌きルールエリア

地域ルールエリア

[大規模駐車場への隔地]

15

春日通り

言問通り

不忍通り 昭和通り

春日通り

言問通り

不忍通り 昭和通り

都市空間再編と駐車場施策について

[共同荷捌きの設置]

自動車優先の路線
の沿道に、
再開発に合わせて
共同荷捌きを設置
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上野地区のまちづくりにおける駐車施策の考え方

駐車場地域ルールで可能になること３
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駐車施設の整備に関する制度
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駐車場地域ルールの基本的な考え方
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駐車場整備計画と駐車場地域ルールの関係
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台東区駐車場整備計画の概要

■台東区駐車場整備計画の概要 

○令和 8年 3月に策定された「台東区駐車場整備計画」では、

本区における現状と課題を踏まえ、駐車施設の「量」「配置」

「質」について、大きく 3 つの基本方針が示されました。

また、それぞれの基本方針を踏まえた主な取組についても検

討が行われています。 

【駐車施設の基本方針】

【駐車施設に関する現状と課題、および基本方針を踏まえた主な取組】

地域ルールによる施策実施が考えられる主な取組
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駐車場地域ルールで可能になること
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駐車場地域ルールで可能になること
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駐車場地域ルールで可能になること
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【参考】荷捌きルールの概要

※多様な主体：
学識経験者、地元関係者、貨物輸送事業者、商業事業者、駐車場事業者、行政機関
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【参考】荷捌きルールの概要
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